
4

V　・9725

一一‾　　、ノ

ーフ0〕しノ　l

、ノ　　　　　　　　　ヽ′　　　　0

←：判、・
．ノ

ll

葦菜嘉姜牽
ヽ′

＼

・9742♂瑞≒≒這
＿ト　＿ニ‥・・‘′　　　　　　、

vJ

l

！　・969月㍉

『二二三二日

で

′一一一一一、－一、

丁

CI

、ノ　　　　　　ヽ／

「＼しノノーノーノー一‾

・　　　　　　・＿＿こ・

’・・ご・‥・

〒「「r誓鍔議表
、　　、ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C‾‾

9747一：r　　ノAコーフ

r　　　′ィ，r　　　／　　　　　ロ

／　＼

＼　　＿－・‘　、
1

‾、鴇も、
J、　　一・日

．．、　　一一
1

〕∴・＿．＿

l

ト－、

H

「一丁ら65J

違＿葦禁
乱ご‾鳥亮善幸写

l

ll

だ二王
1　‘・H I

三去』ニよ霊
ヽノ

∴・、

一　一一　一言‾　粁軸

忘憂磐第十「γl

叫、～・莞J′．／Vて／〆葬が
ン／一／′「う 、

阜　　　ノ《、

¶

月

誹

瀧

持

げ

粛

』

・973

㌔〆〆ク

薪 H

㌦覧〆〆〆‾‾∧

LJ Lノ

拒琶幸二＼し【／′、「上、＿子∵∵登

協
中
央
集
荷

転＝＝』1ノ〆孝㌣こ
ヽノ°

ノ　　　　・t

257　　　　　　　吋ロや、＼

塩箪′グ
ヽ　lH

ll I

！′J）

！′t

Y′三三夏′、、＼、三雲策
云々票

ー　J

こふて－・ニ・ニ‾ごここ‘こ

∴
一
－
∴

、良否周年記念碑
絹．百周年記念康

＿・一・ノー′－　‾‾‾

hO2、
Vノ

．1

＿、

．

－ニ才hでlミここ．1・－ご　‾

‾賢＼、　＿＿＿ぷ一二諺ダ
ニ∴、・・‾‘’、

I、・・　・

駈妾璃

ーf’・∵

I，

1．㌦02～．5



＼

表紙地図10，000分の10印が開腹沢遺跡



このたび、原村教育委員会では「開腹沢遺跡」

の発掘調査を行い、この度発掘調査報告書を刊行

する事となりました。

本遺跡の調査は、中学校通学路の道路拡幅工事

に先立って行われたものですが、交通機関が発達

し便利になる反面、交通事情が悪化してきた今日

では、生徒の安全確保のための道路改修は、必要

不可欠なものであります。一方、工事によって失

われていく埋蔵文化財も、私達人類の歩んできた

歴史の足跡であり、それを後世に残していくこと

は、私達に課せられた責務でもあります。

そこで事前に遺跡保護のための保護協議を行っ

た結果、工事に先立ち発掘調査を行い、記録とし

て残していくことになりました。調査の結果、出

土遺物は少量でしたが、縄文時代、平安時代の複

合した遺跡であることがわかりました。本書はそ

の概要の報告であります。

終わりに、この度の発掘調査にあたり、ご指導、

御協力を頂いた関係各位に心から感謝の意を表し、

序といたします。

平成元年3月

原村教育委員会

教育長平林　太尾



1．本報告は村道改良工事に先立って実施した、長野県諏訪郡原村払沢に所在する開腹沢遺跡

の緊急発掘調査報告書である。

2．発掘調査は、原村教育委員会が昭和62年9月9日から12日にかけて実施した。

3．執筆は、平出一治・伊藤　証・平林とし美が話合いのもとに行ない、図面の作図とトレー

スは平林、写真撮影は平出が行なった。

4．本調査の出土遺物、記録等はすべて原村教育委員会で保管している。

なお、本調査関係の資料には、27の原村遺跡番号を表記した。

日　　次

序

例　　盲
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Ⅵ　遺　　物

Ⅶ　ま　と　め
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I　発掘調査に至る経過

本遺跡が発見されたのは古いことではなく、昭和49年に諏訪清陵高等学校地歴部考古蛙が実施

した分布調査の折りである。昭和54年度に長野県教育委員会で実施した八ヶ岳西南麓遺跡群分布

調査においても縄文土器破片を僅かに発見している。しかし、その範囲については遣物が少ない

こともあり、付近の地形と、当地方における遺跡立地を考慮する中で想定している状態であった。

遺跡内には、原中学校の通学路として利用されている農道が東西に走っているが、トラクター

をはじめ近年の目覚ましい大型農機具の普及と、付近の宅地化が進む中で乗用車の往来も急激に

増加してきている。交通事故の防止を考え昭和59年度に道路改良工事が計画された。

その後、原村役場建設課と保護に関する協議を進め、遺跡は現状のまま保存していくのが最も

望ましいが、前記のとおり生徒の交通安全を考える中で、遺跡は記録保存した上で工事を実施す

ることとなり，昭和62年9月9日～12日に緊急発掘調査を実施した。

第1図　調査地区と調査風景（北西から）
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表1　開腹沢遺跡と付近の遺跡一覧

番号　遺 跡 名

旧
石
器

純　　　　 文 弥

l生

古

墳

奈

良

平

安

中

世

近

世
備　　　　　 考

革 恒 l前 座 I後 悔

20　前　 尾　 根 〇　 〇　　　　　　　　　　 〇 昭和44 ・52 ・53年度発掘調査

24　恩　　　 膳 〇　　　 〇　 〇　　　　　　　　　 〇 昭和62年度発掘調査

昭和59年度発掘調査

昭和50 ・54年度発掘調査

昭和42 ・51年度発掘調査

昭和33・35・36・45・．57年度発掘調査

25　裏　 尾　 根 ○

26　家　　　 下 ○　　　　　　　　　　　　 ○

27　用　 度　 沢 ○　　　　　　　　　　　　 ○

28　宮　　　 平 ○

29　向　 尾　 根 〇　 〇　　　　　　　　　 〇　　　 〇

30　南　 尾 ．根 ○　　　　　　　　　　　　 ○

31 中 ．尾　 根 ○

32　大 横 道 上 ○ ’○　　　　　　　　　　 ○

33　ワ　 ナ　 バ ○

34　栃　 の　 木 ○　 ○

35　臥　　　 竜 〇　 〇　 〇

53　雁　 頭　 沢 ○　　　　　　　　　　　　　　　　 ○ 昭和54 ‾・57 ・63年度発掘調査

54　宮　 ノ　 下 〇　　　 〇　　　　　　　　　　　　 〇　 〇　 〇 昭和57 ・58年度発掘調査

昭和45 ・57年度発掘調査

55　中　 尾　 根 〇　 〇　　　　　　　　　 〇

56　家 前 尾 根 ○　　　　　　　　　　　　 ○

57　久保地尾根 ○

75　山 の 神 上 ○　　　　　 ○

諏

第2図　開腹沢遺跡の位置と付近の遺跡（1：20，000）
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II　発掘調査の経過

昭和62年9月7日　発掘準備をはじめる。

9月9日　グリッド設定を行う。石錐を採集する。

9月10日　調査の打合せを行い発掘機材を搬入する。

9月11日　層位別にグリッド発掘をはじめるが、ローム層までは深い。

9月12日　グリッド発掘。遺物の発見は少ない上に、地山のローム層の傾斜は極めて強

く、その状態は良くない。天候は悪いが写真撮影を行い調査を終了する。

グリッド杭、発掘機材等の片付けを行う。

III　遺跡の位置と環境

開腹沢遺跡（原村遺跡番号27）は、原中学校に隣接する長野県諏訪郡原村6658番地2付近に位

置する。

このあたりは八ヶ岳西麓のほぼ中央に位置し、裾野の2kmほど上から開折のはじまる大早川左

岸の幅の狭い尾根上から南斜面に立地している。南斜面の農道南側は中学校建設の際すでに掘り

取られて平坦化している。

地目は普通畑で標高は1000m前後を計る。付近は宅地化が進み、また、墓地が隣接しているこ

となどから遺跡の保存状態は良くない。

これより西は、約3000m先でフォッサマグナの西緑である糸魚川一静岡構造線の断層崖に沿っ

て北へ流れる宮川によって断ち切られる。

八ヶ岳西南麓一帯の尾根には、縄文時代を中心とした遺跡が数多く埋蔵されている。この開腹

沢遺跡の周辺には、大小様々の遺跡が分布しており、その密度は極めて高い地域で、第2図およ

び表1に示したが、遺跡の高度限界は標高1200m前後のラインである。

それらの中ですでに発掘調査されている遺跡は、20の前尾根・23の恩膳西・24の恩膳・29の向

尾根・32の大横道上・33のワナバ・35の臥竜・53の雁頭沢・54の宮ノ下・75の山の神上と多く、

縄文時代中期から後期初頭にかけての住居址や土器・石器が数多く発見されている。

しかし、まだ発掘調査されたことのない遺跡や、調査されていてもその対象範囲が狭く、遺跡

の性格については不明瞭な点がまだ多く残されてはいるが、縄文時代中期から後期初頭にかけて

の遺跡群が形成されている地域であることは確かなようである。

－3－



第3図　閲厘沢遺跡発掘調査区域図・地形図（1：2，500）

B区　　　　　　　　　　　　　A区
R ○ P ○ N M 」 lく J l H G F 巨 D C B A Y × W ∨ ∪ T S R

54

53 l

52

51 ＝

50

49

48

47

46

第4図　グリッド配置図（1：400）
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Ⅳ　グリッドの設定と調査方法

発掘に先立ち、道路改良地区に軸を合せたグリッドを設定した。東西方向には50mの大地区を

設け、東からA地区・B地区というようにアルファベットを用いて地区割りをした。対象地城が

狭かったが，遺跡の範囲が明確でなかったことから、対象地城を遺跡の中心部と考えB地区と呼

び、大地区の中をさらに2×2mの小地区（グリッド）に分割し、東西方向は東からA～Yのご

とく区分した。南北方向には算用数字をふった。対象地城を51とし、そのラインを基準に南方向

は50・49・48というように南に行くにしたがい小さくなるように、北方向は52・53・54と大きく

なるように振り分けた。

個々のグリッドの呼びかたは、たとえば第4図右端の発掘グリッドでみると、大地区はB地区

であり、小地区の東西方向はBラインにあたり、南北方向が51ラインで、それは「B－51」とな

る。したがって小地区の前に大地区を表記した「BB－51」となる。

発掘は、現道部分はすでに掘り取られているため、その対象は拡張部分で、ローム層上面まで

層位別に行った。対象範囲が狭いこともあり完掘したグリッドは無く、結果的にはトレンチ状の

発掘となった。

Ⅴ　土　　層

第4図のグリッド配置図に示したように、12グリッドの平面発掘を層位別に実施したが、ロー

ム層までの深さは80－95cmで、グリッドによって違いがみられた。

本遺跡の基本層序は、上層から20cm前後の耕作土（第I層）．ローム細粒混入褐色土（第II

層）．黒色土（第ⅢI層）．ローム混入褐色土（第Ⅳ層）．ローム層（第Ⅴ層）に大別できる。グリ

ッドによっては耕作の挽乱が第III層の黒色土まで達していた。

調査地区のロームの傾斜は耕作土の傾斜に比べると極めて強い。第II層のローム細粒混入褐色

土は、尾根上の耕作土がロームを粉砕していることから、尾根上から流れ出したものが堆積した

と思われる。

Ⅵ　遺　　物

発掘調査の結果、縄文時代の土器破片2点と石鎌1点、平安時代の土師器破片2点、時代不詳

－5－



の土器破片3点、現代の古銭1点を発見しただけである。遺物包含層を確認することは出来なか

ったし、遺構を検出するまでにも至っていない。

1　縄文時代の遺物

（1）土　　　器

図示しなかったが2点とも無文の小破片で、帰属時期　　‾

及び器形を判別できるものはない。

（2）石　器　　　　　　　　　　■

表面採集した黒曜石製の石鎌用で、当地方で一般的　　く＝＞

に見られるものである（第5図）。

2　平安時代の遺物

（1）．土　器

やはり図示しなかったが、2点とも杯の小破片である。

3　現代の遺物
（1）古　　銭

図示しなかったが明治19年発行の半銭銅貨1点である。

Ⅴ　ま　と　め

第5図　石器実測図（1：1）

調査の結果、縄文時代と平安時代の複合遺跡であることがわかった。遺物の出土状態からみて

希薄な遺物散布地であり、遺構の埋没は考えられない状態である。これが、本遺跡の性格である

が、当地方における集落遺跡と本遺跡のような小規模遺跡が、当時どのような関係にあったかは

今後に残す研究課題であろう。

調査区南側は、当地方における平安時代の遺跡立地に適しているが、中学校の建設ですでに掘

り取られ遺跡は消滅している。北側のやせ尾根上はロームを粉砕し耕作している状態であり、遺

構の埋没は考えられないし、東側もやはり掘り取られ平坦化されている。西側は基地となり、開

腹沢遺跡は消滅したようである。

最後に、関係者各位ならびに発掘調査にたずさわった方々に厚く御礼申し上げる次第である。

－6－
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